
は じ め に

本書は，戦後の日本語教育学におけるナショナリズムを，「思考様式」

という概念にまつわる語りから跡付けようとするものである。

本書が生まれた直接のきっかけは，日本では1990年代に本格化した国

民国家論のインパクトにある。

ベネディクト・アンダーソン『想像の共同体』（1987）や，西川長夫

らによる研究プロジェクトとその成果（西川・松宮 1995）において，

言語は国民国家形成のために不可欠な装置の一つとして指摘された。そ

の指摘を受け，1990年代半ばには，日本という近代国民国家が創られて

いく過程と国語╱日本語との関連を歴史的に分節化しようとする研究書

が相次いで刊行された。酒井直樹（1996），イ・ヨンスク（1996），駒込

武（1996），安田敏朗（1997）などが，その代表的なものと言えよう。

概括すれば，酒井は，18世紀半ばの国学の考察から，統一体としての日

本語があるのだという観念がそれを話す者としての日本・日本人という

統一体を生み出したという指摘を行った。また，イ，駒込，安田は，植

民地・占領地での言語教育政策の理念から，日本語教育が非日本人を精

神的に日本人化するための手段として推進されたことを論じた。

これらの研究は，統一体としての日本語という考え方自体がその使用

場所・使用者としての日本・日本人を統一体として想定することと不可

分であり，日本人でない人に日本語を教えることがそのまま日本・日本

人への同化を迫る結果になりかねないという問題を，日本語教育関係者

に突きつけたのである。その結果，日本語教育学からも，現在の日本語

教育もまた依然として非日本人に同化を迫っているのではないか，日本

語を完璧には話せない者として非日本人を排除する機能を果たしてしま

っているのではないかといった問題提起がなされるようになった。春原
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（1999），川上（1999）らは，現在の日本語教育や日本事情教育が日本へ

の同化を促すものであることを指摘していた。また，森本（2001）や拙

論（牲川2002a，b，2006）は，批判的言説分析の手法を用いて日本語

教室の会話や研究論文を分析し，日本語教育の実践や理念が，統一体と

しての「日本語＝日本・日本人」イメージを再生産してきたプロセス

を，具体的に明らかにしようとした。

これらの研究は，現代の日本語・日本事情教育も，戦前・戦中の日本

語普及と同様に学習者を日本・日本人化する，あるいは日本・日本人で

ないものとして排除する場として機能していることを詳らかにした。そ

の結果，日本語教育実践の中には，そうした問題を乗り越えようとする

ものも現れてはきた（たとえば，細川 2002，河野 2003，有田 2007，

熊谷 2009）。しかし同時に，固定的・画一的な日本・日本人イメージや

日本的なコミュニケーションスタイルを教え身につけさせようとする実

践も続けられている（本書第５章参照）。「社会人として日本でやってい

くためにはこう言ったほうがいい」といった類の，善意に基づく素朴な

言説が日本語教育の日々の実践の場から消える気配はない。

戦前・戦中，そして現代の日本語教育について，自覚的・無自覚的に

学習者の日本・日本人化（またはそれからの排除）をめざしてきたので

はないかという問題が指摘されているにもかかわらず，なぜ日々の実践

レベルでは現状に変化が見られないのだろうか。

一つには，オルタナティブな実践の形がまだほとんど提示されていな

いということがある。統一的な日本語や日本文化というものを想定しな

いで，そもそも日本語や日本文化を教えるはずの日本語教育や日本事情

教育がどのようにして成り立つのか。そうした想定が学習者にステレオ

タイプな日本・日本人・日本語像を抱かせてしまうという問題は理解で

きても，教育対象の存在それ自体を否定してしまえば，日本語教育や日

本事情教育という教育分野自体が崩壊してしまうおそれが出てくる。ま

た，そうした問題を乗り越えようといくつかの新しい取り組みが提案さ

れてはいるものの，個々の日本語教育実践者の目には，自分にも可能な
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ものとは映っていないのではないか。実践を取り巻く環境や日々の授業

予定に制限されて，ラディカルで環境に恵まれた一部の人だけができる

ことと，自分とは無関係なこととして捉えられているのではないだろう

か。

オルタナティブを考えることは，日本語・日本事情教育という教育分

野の存在自体を否定することになりかねず，日本語教育実践者にとっ

て，日本語教育専門家としての自らのアイデンティティが揺るがされる

ことに直結する。そして提示されたオルタナティブは，教科書を使い決

まった範囲を教えていくことをほぼ義務化されている実践者にとって，

特権的な人々にしかできない，自分とは無関係の遠いところのできごと

のように考えられているかもしれない。戦前・戦中，現代の日本語教育

についての批判的研究がいくら問題を指摘したとしても，自らの日本語

教育実践者としての存在理由を否定されたり，また現実的に別の形の実

践が無理だと感じられたりしているとすれば，問題の指摘以前の実践が

繰り返されていくことになるだろう。

国民国家論という研究視点からの戦前・戦中，そして現在の日本語教

育についての批判的研究が，日々の実践や言説を完全には覆しえないも

う一つの理由として，筆者は，戦前・戦中期と現在との間に約60年もの

研究の空白期があることを挙げたい。

本書が論じていくように，戦前・戦中までの日本語教育と現代の日本

語教育とは，目標が大きく異なっている。前者がむき出しの同化イデオ

ロギーに基づき，精神的な日本人化を強制する日本語教育であったのに

対し，後者は日本人と同レベルの能力を育成し摩擦なく日本社会に適応

するための日本語教育である。両時代とも，統一的な日本語を前提とし

学習者に日本人化を迫るという側面をもっているのだと批判されても，

現在の日本語教育実践者は，自分たちは植民地や占領地で行われたよう

な強制的同化をめざしてはいないと反論するのではないだろうか。現代

の日本語教育は，戦中までとは異なり，学習者を日本人化すること自体

をめざすものではない。むしろ，学習者が日本社会に問題なく適応でき
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るようにという善意から，日本文化とは何か，日本人はどう言うかを教

えている。しかし本書第５章で論じるように，そうした善意が結果的

に，学習者を日本社会になじむべき存在，問題を起こさない存在として

位置づけることになり，日本・日本人への同化を迫っている。こうした

指摘に対しては，たとえ同化を迫ったとしてもそれは学習者自身のため

であり，国家のためであった戦前・戦中の日本語教育とはまるで異なる

という捉え方もありうるだろう。戦前・戦中期の日本語教育の問題は，

現在の実践者にとってあまりに時間的に遠い出来事であり，現在との連

続性よりも断絶のほうが強く感じられているのではないか。

問題を乗り越えようとするオルタナティブな実践は自分から空間的に

あまりに遠い出来事に思われ，またあからさまに暴力的な同化を指向し

た実践は時間的に遠い過去のものとして思える。そして問題に正面から

向き合おうとすれば，自己の存在理由が危うくなる。現在の日本語教育

実践者が，問題を無関係のものとしか思えない，さらに無関係に思おう

とするのも無理はない。しかしそうした無関心さこそが，日常的な「日

本語＝日本・日本人」という言説の維持・再生産を支えてしまう。

本書は，戦後60年間の日本語教育学において，「思考様式」をキーワ

ードとする言説がいかに変化してきたのか，あるいは変化してこなかっ

たのかを跡付ける試みである。分析の基本的な視点は，日本語教育とナ

ショナリズムとの関係であり，日本語教育学においてナショナルな言説

がどのように編まれてきたのかを十分に記述することをめざす。長期に

わたる言説の変化・不変をつぶさに記していくことが，ナショナリズム

という問題を今に続く自らの問題として受けとめるとともに，変えるこ

とができないと思われる日々の実践，それを支える理念も実は変わりう

るのだという希望をもつことにつながると考えるからである。
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第１章

なぜ戦後日本語教育学の
ナショナリズムを問うのか
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１ ナショナリズムという信仰

本書は，戦後の日本語教育学がいかにナショナリズムに規定されまた

それを維持してきたのかを，言説分析によって明らかにしようとするも

のである。

最初に，本書でいうナショナリズムとは何かを説明する必要があるだ

ろう。

ナショナリズムを主題とした論考は，それを主題にしているにもかか

わらず，ナショナリズムを定義することの困難について言及している。

吉野（1997）は，ナショナリズムには多様な用法があるとして，学問的

な用法でも研究によって強調点がまちまちであること，それ以上にナシ

ョナリズムに関する一般的なイメージは，時と場所によって多様である

とする（p.10）。また，ナショナリズムという概念の起源と広がりを描

いたアンダーソンも，「ネーション」「ナショナリティ」「ナショナリズ

ム」といった概念は，分析することはもちろん定義することも難しいと

している（Anderson1991＝1997：20）。

こうした定義の困難さを踏まえた上で，吉野は暫定的に，「ナショナ

リズムとは，「我々」は他者とは異なる独自な歴史的，文化的特徴を持

つ独自の共同体であるという集合的な信仰，さらにはそうした独自感と

信仰を自治的な国家の枠組みの中で実現，推進する意志，感情，活動の

総称である」（吉野 1997：10-11）と定義している。この定義でも，

「我々」とは誰か，「共同体」とは何かなどは明示されておらず，厳密な

定義とは言えまい。しかし，何かしらの「我々」の「共同体」というも

のがあるという「信仰」，そうした曖昧な自明性こそがナショナリズム

の特質であろう。

だがこうした「信仰」を，一人ひとりが心の中に抱いている思いにす

ぎないということはできない。吉野の定義でも示唆されているように，

「我々の共同体」という信仰は，それを国家の枠組みの中で実現・推進

しようとする意志や感情，活動となり，現実世界に対して作用するから
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第２章

思考様式言説の変遷
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１ なぜ思考様式言説なのか

1．1 日本への包摂

第２章以降では，第１章で示した研究の視座から，思考様式言説の内

容と変遷を跡付ける。

思考様式言説とは，「思考様式」「発想法」「心性」など，人間の考え

や心が特定のパターンをもつという意味の用語，およびそれを意味づけ

る記述全体のことを指す。

思考様式言説を分析対象に選ぶ第一の理由は，戦後の日本語教育学

に，日本語学習者に対して日本人の思考様式への同化を求めるという，

問題をもつ言説が存在したからである。

1975年頃の日本語教育の論考を読むと，思考様式言説をしばしば目に

する。「思考様式」「発想法」などの用語は，単独では，考えや心の特定

パターンということしか意味しない。しかし，これらの語を含む文脈全

体を考察すると，そこに重要な問題があることに気づかされる。

その代表的な例は，宮地（1975）である。詳細は後述するが，この論

考で主張されているのは，言語と思考様式とは相互に関係するので，日

本語学習者を日本人の思考様式で「洗脳」（p.22）したほうがよいとい

うものである。宮地は，証明の困難さを自身で述べつつも，言語と思考

様式とが規定しあっているという言明を正しい事実であるかのように示

し，その「正しい事実」を根拠に，日本人の思考様式で洗脳することが

日本語学習においてはあたかも必要かつ自然であるかのように述べてい

る。日本語を習得するためには精神的な日本人化が必要条件だとするこ

の言説は，「日本語＝日本人の思考様式」という図式を根拠に，学習者

の日本人への包摂を正当なこととして主張しようとする。
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第３章

第Ⅰ期「日本語＝日本人の思考様式論」
前史：敗戦～1970年代初め

「著作権保護コンテンツ」



１ 質的分析の視点と対象

1．1 分析の視点

第２章では，日本人の思考様式という概念が現れる記述を，４つのカ

テゴリーで分類することにより，三つの時期区分を導き出した。すなわ

ち，記述内容に顕著な違いの見られる時期区分として，第Ⅰ期：思考様

式言説が出現しない時期，第Ⅱ期：「日本語＝日本人の思考様式論」が

出現した時期，第Ⅲ期：「日本人の思考様式論」が出現した時期という

三期が得られた。第３章から第５章では，各期ごとの記述内容を質的分

析によって詳細に見ていく。

その際の分析視点は，まず第一に，「日本語＝日本人の思考様式論」

の「＝」部分，つまり，日本語と日本人の思考様式とがどのように関連

づけられているかに着目することである。関連づけについて詳しい説明

がなされているか否かにより，自覚的に論者自身が関連づけたのか，無

自覚に自明視していたのかがわかるだろう。また，概念規定や関連づけ

の説明論理に矛盾や問題がないかについても検討する。

第二に，「日本語＝日本人の思考様式」を教育・学習内容として位置

づけている場合，それを習得させることで日本人へと包摂しようとして

いるのか，あるいは非日本人には習得できないとして，日本人から排除

しようとしているのかについても考察する。「日本語＝日本人の思考様

式論」とは，日本語と日本人の思考様式とは関連があるとする言説であ

って，日本語をシンボルとして日本人の統一性を形成・維持していこう

とする日本語ナショナリズムを支えうる。「日本語＝日本人の思考様式」

という図式に基づく日本語ナショナリズムを，非日本人に日本語を教え

るという場に適用するならば，日本語ナショナリズムの論理は，非日本

人を日本へと包摂しようとする主張と，非日本人を日本人とは異質なも

のとして差異化し排除する主張との両方を生み出しうる。「日本語＝日

本人の思考様式論」を見ることで，日本語教育学が，日本人への包摂や

第３章 第Ⅰ期「日本語＝日本人の思考様式論」前史
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第４章

第Ⅱ期「日本語＝日本人の思考様式」に
よる包摂：1970年代半ば～80年代前半
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１ 外国語と民族・国民の思考様式

1．1 言語と文化，言語と思考様式の関係についての論調

第３章で見たように，1960年代終わりには，日本語の特徴を説明する

とき，何気なく日本人の思考様式の特徴を持ちだすという記述が見られ

るようになった。こうした何気ない記述を論理的に成立させるために

は，日本語と日本人の思考様式とは何らかの関係があるということ，さ

らには言語と国民・民族の思考様式との間に関係があるということにつ

いての説明が必要である。

1972年９月号の『月刊言語』の特集は「言語 社会 文化」だった。

『日本語教育』で「「日本語教育」と文化」の特集が組まれるのは1975年

のことであるが，言語学ではそれ以前から，言語・社会・文化の関係に

注目が集まっていたと言える。特集号中の論考ではないが，同じ1972年

の『月刊言語』に，文化人類学者の谷泰による「言語と文化――成分分

析をめぐって」（谷 1972）があり，当時の言語と文化をめぐる研究状況

が述べられている。

言語が文化研究にとって重要な手がかりであることは，多くの人び

とによって認められている。エッセイ風な比較文化論の中でも，し

ばしば言語比較を通じて，文化比較の手がかりにしている人も少く

ない。 （谷 1972：11)

エッセイ風な比較文化論」が何を指すかは，出典が記されていない

ので断定はできないものの，刊行時期と内容からすれば，土居健郎の

『「甘え」の構造』（土居 1971）である可能性が高い。1971年に刊行され

たベストセラーであり，「日本人の心理に特異的なものがあるとするな

らば，それは日本語の特異性と密接な関係があるにちがいない」（p.6）

として，「甘え」「気」「人見知り」などの日本語の用法をもとに，日本

第４章 第Ⅱ期「日本語＝日本人の思考様式」による包摂
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第５章

第Ⅲ期「日本人の思考様式」理解が
もたらす包摂と差異化：
1980年代後半～2000年代前半
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１ 日本に対処・適応するために

1980年代半ばになると，それ以前に見られた「日本語＝日本人の思考

様式論」（量的分析のカテゴリーA）は減り，この図式に基づいて日本

語習得のために日本人の思考様式の教育・学習が必要だとする記述（カ

テゴリーB）に関してはほぼ皆無になる。それと入れ替わって出現する

のが，日本語と結びつけずに，日本人の思考様式を実体視する記述（カ

テゴリーC）と，同じく日本語とは結びつけずに，日本人の思考様式と

いうものを教育・学習内容とする記述（カテゴリーD）である。つま

り，80年代半ば以降も，日本人の思考様式の教育・学習が必要という記

述は存在し続けるのだが，その理由は日本語習得に必要だからではな

い。日本語とは無関係に，日本人の思考様式の教育・学習が必要という

主張がなされるようになるのである。

日本語と関係がないとすれば，なぜ日本語教育の場で日本人の思考様

式を教えなければならないのか。80年代後半から90年代半ばにかけて見

られたのは，日本への適応・対処のためという理由で，日本人の思考様

式の教育・学習を促す記述である。

インカピロム（1988）は，学生のさまざまな要望に応えるため，「日

本語文法，あるいは言葉を教えるだけではなく言葉を一つの手段として

日本事情，社会，習慣，価値観などを教える必要が生じてきている」

（p.111）と，タマサート大学（タイ）での日本事情教育の取り組みを

紹介している。70年代半ばから80年代前半の思考様式言説と比較する

と，日本人の思考様式の位置づけが変わったことが読み取れる。70年代

半ばから80年代前半に存在したのは，日本語を習得するために日本人の

思考様式を学ぶべきだとする記述であり，ここで重視されていたのはあ

くまでも日本語習得であった。しかし，インカピロムは，日本語を「日

本事情，社会，習慣，価値観」の教育の一手段としており，日本語と同

等またはそれ以上に，日本人の価値観などの教育に力点を置いている。

その教育のために作成された自選教材について，インカピロムは次のよ
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第６章

戦後日本語教育学とナショナリズム

「著作権保護コンテンツ」



１ 思考様式言説の変遷

1．1 戦前・戦中の「日本語＝日本精神論」との連続性と断絶

戦後日本語教育学におけるナショナリズム言説という主題を具体化す

るにあたり，本書では，⑴戦前・戦中の「日本語＝日本精神論」との連

続性と断絶，⑵ナショナリズムに規定された日本語教育学の理念，⑶ナ

ショナリズムに亀裂をもたらす日本語教育学の理念，という三つの分析

観点を設定し思考様式言説を考察した。本章ではまず，これらの観点か

ら思考様式言説の変遷を捉えなおし，戦後日本語教育学とナショナリズ

ムの関係について総括する。

一つ目は，戦前・戦中の「日本語＝日本精神論」は，敗戦後まで連続

したのかまたは断絶したのかという問いである。本書の考察によれば，

「日本語＝日本精神論」は，1950年代半ばから60年代前半までをのぞき，

「日本語＝日本人の思考様式論」へと姿を変えて存在してきたというこ

とができる。

敗戦直後には，日本語を通じて日本精神を教えるべきだというよう

な，戦中までの日本語普及理念をそのまま引き継いだような記述は見ら

れなかった。他方で，日本語普及の関係者が敗戦後まもなく刊行した著

書において，戦中までの日本語普及の構造や理念は問題化されておら

ず，そうした構造・普及を支えた「日本語＝日本精神論」が批判的に振

りかえられた形跡もない（上甲 1948，保科 1949）。

またこの時期には，「日本人のmentality」を体得させる日本語教育

を評価する記述（厨川 1946）や，「日本人の思考方法」がわからないと

日本語の理解が難しいとする発言（友部 1953）が見られた。日本語と

日本人の内面性が何らかの形で結びついているという前提があって初め

て現れる記述である。ただし，いずれもコラムやインタビュー記事に現

れたものであり，日本語と日本人の思考様式の関係が強調されているわ

けではなく，それについての詳しい説明もない。つまりこれらの記述
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